
サンプル問題 

【サンプル問題１】 [ライフプランニングと資金計画] 

 下記は、会社員の稲垣さん（３９歳）の家庭のキャッシュフロー表（一部抜粋）である。以下の空欄

（ア）にあてはまる数値を求める算式として、正しいものはどれか。なお、計算に当たっては、下記［注

意事項］を基に解答すること。 

 

［注意事項］ 

※問題作成の都合上、一部空欄にしてある。また、記載されている数値は正しいものとする。 

※解答に当たっては、表中に記載された整数を使用すること。 

 

 

＜稲垣家のキャッシュフロー表＞ （単位：万円) 

 経過年数 現在 １年後 ２年後 

 西暦（年） ２０１０ ２０１１ ２０１２ 

 平成（年） ２２ ２３ ２４ 

家
族
・
年
齢 

稲垣 拓哉 本人 ３９歳 ４０歳 ４１歳 

美穂 妻 ３８歳 ３９歳 ４０歳 

真希 長女 １２歳 １３歳 １４歳 

奈々 二女 ８歳 ９歳 １０歳 

里奈 三女 ５歳 ６歳 ７歳 

ライフイベント 
 

住宅取得   
(変動率) 

収
入 

給与収入（本人） １％ ７３５ ７４２ ７５０ 

給与収入（妻） １％ ２２０ ２２２ ２２４ 

収入合計 － ９５５ ９６４ ９７４ 

支
出 

基本生活費 １％ ３３０ ３３３  

住宅関連費 １％ ３００ ３０３  

教育費 ２％ ８０ ２５０  

保険料 － ３２ ３２ ３２ 

その他支出 １％ ３５ ３５  

一時的支出 １％ １，２００ ０  

支出合計 － １，９７７ ９５３  

年間収支 － ▲１，０２２  

預貯金等残高 １％ ４２０ ( ア )  

 

１． ４２０×（１＋０．０１）＋（９６４－９５３） 

２． ４２０＋（９６４－９５３） 

３． ４２０＋（９６４－９５３）×（１＋０．０１） 

 

 

 

 



【サンプル問題２】 [ライフプランニングと資金計画] 

 ＦＰ業務を行ううえでは、「関連業法」を順守することが重要である。ファイナンシャル・プランナ

ー（以下「ＦＰ」という）の行為に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。 

 

１．税理士資格を持たないＦＰでも、無償であれば、税理士法に定める税務相談を業として行うことが

できる。 

２．弁護士資格を持たないＦＰでも、遺産分割に関して、個別具体的な法律判断をすることができる。 

３．社会保険労務士資格を持たないＦＰでも、セミナーにおいて、公的年金制度の概要についての説明

をすることができる。 

 

 

【サンプル問題３】 [金融資産運用] 

 正広さんは、いずれは預貯金のうち一部を外貨預金で運用したいと考えている。外貨預金に関する次

の記述のうち、最も適切なものはどれか。 

 

１．外貨預金の金利は、一般に、金融機関、通貨、預入期間などによって異なっている。 

２．外貨預金には、為替相場の変動に伴う元本割れのリスクはない。 

３．金融取引において、顧客が円を外貨に換える際の為替レートをＴＴＢレート、顧客が外貨を円に換

える際の為替レートをＴＴＳレートという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【サンプル問題４】 [リスク管理] 

 下記の＜資料＞を基に、成川勉さんが契約者および被保険者として加入している、生命保険の保障内

容に関する次の記述の空欄（ア）にあてはまる金額として、正しいものはどれか。なお、保険契約は有

効に継続しているものとし、勉さんはこれまでに下記の保険から保険金および給付金を一度も受け取っ

ていないものとする。 

 

＜資料・保険証券＞ 

定期保険特約付終身保険（一部抜粋） 

◇契約者 ：成川 勉  様 

◇被保険者：成川 勉 様〈契約年齢３５歳〉 

◇受取人 ：（死亡保険金）  成川 花子 様 

 ［契約者との続柄］ 妻 

◇契約日：２００６年（平成１８年）６月１日 

◇主契約の保険期間：終身 

◇主契約の保険料払込期間：２５年払込 

 
 

◇保障内容 

主契約・特約名 保険金額・基本年金額・給付金額 保険期間 

終身保険（主契約） 保険金額 ３００万円 終身 

定期保険特約 保険金額 １,７００万円 １０年間 

生活保障特約（＊） 年金年額 １５０万円 １０年間 

災害入院特約（本人型） 入院５日目から 日額 ５,０００円 １０年間 

疾病入院特約（本人型） 入院５日目から 日額 ５,０００円 １０年間 

成人病入院特約 入院５日目から 日額 ５,０００円 １０年間 

(＊）生活保障特約の年金種類：１０年確定年金 

 
 

成川勉さんが平成２２年中に、交通事故で死亡（即死）した場合に支払われる死亡保険金は、一時

金( ア ）と年金年額１５０万円×１０回である。 

 

１．   ３００万円 

２． ２，０００万円 

３． ２，１５０万円 

 



【サンプル問題５】 [タックスプランニング] 

 パン屋を営む奥村次郎さん（個人事業主）の平成２２年分の所得税の算出において、下記の＜所得控

除の資料＞に基づき計算した所得控除の合計額として、正しいものはどれか。なお、奥村さんの平成２２

年分の所得は事業所得５１０万円のみであり、このほかに所得はない。また、記載のない事項について

は考慮しないこととする。 

 

＜所得控除の資料＞ 
 

・ 奥村さんは生命保険契約（一般の生命保険料のみ）の保険料を年間１３万円支払っている。 

・ 奥村さんは社会保険料を年間６０万円支払っている。 

・ 基礎控除は３８万円である。 

 

１．５万円（生命保険料控除）＋３８万円（基礎控除）＝合計４３万円 

２． ５万円（生命保険料控除）＋６０万円（社会保険料控除）＋３８万円（基礎控除）＝合計１０３

万円 

３． １３万円（生命保険料控除）＋６０万円（社会保険料控除）＋３８万円（基礎控除）＝合計１１１

万円 

 

 


